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御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
諸
伝
本
に
お
け
る
巻
末
部
の
問
題

―
徳
江
氏
蔵
本
を
中
心
に―

大　

坪　

俊　

介

狐
の
娘
・
き
し
ゆ
御
前
を
主
人
公
と
す
る
御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
は
、
古
い
形
の

異
類
婚
姻
譚
に
子
別
れ
な
ど
の
新
し
い
要
素
を
取
り
込
ん
だ
作
品
で
、
物
語
と
し
て

の
要
素
を
よ
り
強
調
し
て
書
か
れ
た
、
狐
の
異
類
婚
姻
譚
の
正
当
な
後
継
作
と
い
え

る
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
徳
江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
の
巻
末
部
に
弘
法
大
師

の
化
現
と
さ
れ
る
犬
が
登
場
す
る
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
諸
先
行
研
究
を
踏
ま
え

て
考
察
を
す
る
。『
木
幡
狐
』
は
比
較
的
流
布
し
て
い
た
作
品
の
よ
う
で
、
徳
江
元

正
氏
蔵
本
に
加
え
て
、
渋
川
版
本
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
、
岡
見
正
雄
氏
蔵

本
、
ロ
ー
マ
東
洋
美
術
館
蔵
本
、
御
影
文
庫
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
の
七
種
類
が
伝

本
と
し
て
確
認
で
き
る
。

こ
の
『
木
幡
狐
』
と
い
う
狐
の
異
類
婚
姻
譚
に
お
い
て
犬
が
別
れ
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
犬
が
番
犬
と
い
う
性
質
の
延
長
線
上
に
異
界
の
も
の
を
撃
退
す
る
力

を
持
つ
と
期
待
さ
れ
た
こ
と
や
、
他
の
古
典
作
品
に
お
い
て
も
犬
と
狐
の
関
係
が
険

悪
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
徳

江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
に
の
み
犬
に
対
し
て
の
過
剰
な
賛
美
表
現
が
見
ら
れ
る
。

巻
末
部
を
除
く
と
諸
伝
本
で
の
大
き
な
異
同
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
『
木
幡
狐
』
で

は
あ
る
が
、
徳
江
元
正
氏
蔵
本
に
は
他
の
伝
本
に
は
存
在
し
て
い
な
い
記
事
が
い
く

つ
か
あ
り
、「
里
心
の
つ
い
た
き
し
ゆ
御
前
が
、
少
納
言
に
頼
ん
で
木
幡
の
里
の
藤

の
花
を
と
っ
て
き
て
も
ら
う
」「
き
し
ゆ
御
前
の
い
な
く
な
っ
た
里
で
親
狐
が
嘆
く
」

と
い
っ
た
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
巻
末
部
で
弘
法
大
師
の
化
現

と
さ
れ
る
犬
に
対
し
て
多
く
の
賛
美
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
諸
伝
本
に
な
い

場
面
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
少
な
く
と
も
単
純
に
後
日
談
を
付
け
加
え
た

だ
け
で
な
く
、
徳
江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
が
犬
と
弘
法
大
師
を
結
び
つ
け
る
意

図
を
持
っ
た
上
で
弘
法
大
師
の
ご
利
益
を
謳
う
目
的
で
作
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

既
存
の
『
木
幡
狐
』
と
い
う
御
伽
草
子
に
つ
い
て
、
弘
法
大
師
と
稲
荷
の
両
系
統
の

信
仰
を
持
っ
た
人
物
が
弘
法
大
師
信
仰
の
流
布
を
目
的
と
し
て
加
筆
修
正
し
て
書
い

た
も
の
が
徳
江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
だ
と
捉
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『

木
幡
狐
』
伝
本
全
体
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
は
、「
い
な
り
み
や
う
じ
ん
の
御

し
し
や
た
る
」
狐
の
娘
・
き
し
ゆ
御
前
を
主
人
公
と
し
て
始
ま
る
物
語
が
、「
か
ゝ

る
ち
く
る
い
だ
に
も
、
こ
し
や
う
ほ
だ
い
の
み
ち
を
ね
が
ふ
な
ら
ひ
な
り
」
と
仏
教

的
な
結
末
に
着
地
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
弘
法
大
師
と
稲
荷
の
関
係
に
目
を
や

る
と
、「
稲
荷
鎮
座
由
来
」
に

弘
仁
七
年
孟
夏
比
。
大
和
尚
斗
藪
之
時
。
於
紀
州
田
邊
宿
。
遇
異
相
老
翁
。
其

丈
八
尺
計
。
骨
高
筋
太
。
内
含
大
權
氣
。
外
示
凡
夫
相
。
見
和
尚
快
語
曰
。
吾

在
神
道
聖
在
威
徳
也
。
方
今
菩
薩
至
此
所
。
弟
子
幸
也
。（
中
略
）
同
十
四
年

正
月
十
九
日
。
和
尚
忝
賜
東
寺
。（
中
略
）
其
後
同
四
月
十
三
日
。
彼
紀
州
之

化
人
來
。
臨
東
寺
南
門
。
荷
稲
提
椙
葉
。

と
、
弘
仁
七
年
に
紀
州
田
辺
に
て
弘
法
大
師
が
異
相
の
老
翁
に
会
い
、
そ
の
後
そ
の

老
翁
が
東
寺
に
稲
を
荷
っ
て
訪
れ
た
た
め
稲
荷
と
号
し
た
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ

る
。
東
寺
と
稲
荷
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
も
多
く
の

論
文
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
稲
荷
信
仰
の
流
布
に
東
寺
系
の
信
仰
を
持
つ
人
々
が
一

役
買
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
論
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
弘
法
大
師
伝
承
を
付

随
す
る
稲
荷
社
が
全
国
に
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

稲
荷
と
東
寺
、
稲
荷
信
仰
と
仏
教
と
の
関
係
の
深
さ
が
窺
え
る
た
め
、
稲
荷
信
仰
的

な
要
素
を
持
つ
『
木
幡
狐
』
が
仏
教
的
な
結
末
を
迎
え
る
点
に
つ
い
て
少
な
く
と
も

不
自
然
さ
は
拭
う
こ
と
が
出
来
た
。

一
方
、
弘
法
大
師
と
犬
の
関
係
を
見
て
い
く
と
、「
金
剛
峰
寺
修
行
縁
起
」
に



以
一
弘
仁
七
年
孟
夏
之
比
二
。
出
二
城
外
一
經
歴
矣
。
大
和
國
宇
知
郡
逢
二
一
人
獵

者
一
。其
形
深
赤
。長
八
尺
計
。着
二
小
袖
靑
衣
一
。骨
高
筋
太
。以
二
弓
箭
一
帯
レ
身
。

大
小
犬
随
二
従
之
一
。
則
見
二
和
尚
過
通
一
問
二
不
審
一
。
和
尚
踟
蹰
問
二
訊
子
細
一
。

獵
者
云
。
我
是
南
山
犬
飼
。
所
レ
知
山
地
萬
許
町
。
於
二
其
中
一
有
二
幽
平
原
一
。

靈
瑞
至
多
。
和
尚
來
臨
住
。
自
以
助
成
矣
。
追
二
放
犬
一
令
レ
走
之
間
即
失
云
云

と
弘
法
大
師
が
高
野
山
開
山
の
伝
説
に
お
い
て
犬
に
導
か
れ
て
い
る
と
い
う
記
事
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
弘
法
大
師
に
関
係
す
る
文
献
の
各
所
に
同
様
の
記
事
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
は
、
高
野
山
開
山
の
伝
説
に
お
い
て
犬
が
弘
法
大
師

を
導
い
て
い
る
の
と
同
様
に
、
徳
江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
の
巻
末
部
で
も
犬
の

導
き
に
よ
っ
て
親
子
の
再
会
が
果
た
さ
れ
て
い
る
。
弘
法
大
師
と
犬
の
間
に
も
深
い

関
係
が
あ
る
こ
と
、ど
ち
ら
の
話
で
も
犬
が
導
き
手
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

徳
江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
に
お
い
て
犬
が
弘
法
大
師
の
化
現
と
語
ら
れ
る
要
素

が
揃
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
確
認
で
き
た
。

弘
法
大
師
と
稲
荷
の
関
係
、
弘
法
大
師
と
犬
の
関
係
は
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
と

お
り
だ
が
、
徳
江
元
正
氏
蔵
本
『
木
幡
狐
』
巻
末
部
に
は
弘
法
大
師
信
仰
と
並
立
し

て
阿
弥
陀
信
仰
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ

い
て
の
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）




